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広汎性発達障害児の親に対するペ ア レン トトレー ＿ ング
〜 親子での ボー ドゲー 厶を活用 したSSTに焦点をあて たプロ グラムの効果の検討〜
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　　　　　　　　 【問題と目的】
　 本研究 で は、広汎性発達障害児の 就学後の 課題 と

して 挙が る こ との 多い社会的ス キ ル に っ い て家庭で

親子が取 り組め るSSTボードゲーム （飯原，2005＞をホ
ーム ワ

ーク と した ペ ア レ ン ト トレ
ー

ニ ン グを行 い 、そ

の 効果を検証する こ とを目的とした。

　　　　　　　　　 【方法】
1 ．参加者

　学齢期に あ る 広汎性発達障害の 子 どもをもつ 保護
者3名 （す べ て母親）。
　対象児A ：8歳 、 小学 3年生男児。　 「話しかけ られ

た時、相手の 顔を見て 返事をする」 こ とが母親か らニ

ーズ と して 語 られ、 「学校か ら帰宅後、リビ ン グで 母

親に話しかけられた ら、顔を見て 返事をす る」 こ とを

タ
ーゲッ トとした。

　対象児B ： 10歳、小学 4 年生男児。介入前に行っ た

新版 S−M 社会生 活能力検 査 にお い て 社会生 活指数 （S
Q） 67、社会生活年齢 （SA ）7歳で あっ た。　 「自分 の

話を聞 い て もらい た い 時 の 最初の 声か けが で きる」 こ

とが母親か らニ
ーズ として語 られ、 「学校から帰宅後、

自分か ら母 親に 声をか ける 」こ とをターゲ ッ トと した。

　対象児C ：11歳、小学 5年生女児。介入前に行っ た

新版S−M 社会生 活能力検査 にお い て祉会生活指数 （S
Q）72、社会生活年齢 （SA ）8歳1ヶ月で あ っ た。

「ゲ
ー

ム 機を人 に貸 して あげる 」 こ とが母親か らニ
ーズ と

して 語 られ、 「家庭で 自分がゲーム を使 っ て い ない と

き、家族に 『貸して』と言われた際に ゲ
ー

ム 機を渡せ

る」 こ とをタ
ーゲ ッ トと した。

2 ．プ ロ グラム の 内容
　 プ ロ グ ラ ム は 週 1回 で 6週 間に わ た るセ ッ シ ョ ン と

約 1ヶ 月後 の フ ォ ロ
ーア ッ プセ ッ シ ョ ン （1回）の 計7回

（1 セ ッ シ ョ ン 約 2時間） で 構成 された 。 各セ ッ シ ョ

ン は、講義とグル
ー

ブ ワ
ー

ク、ホ
ーム ワ

ー
クで あるS

ST に 関す る振 り返 り とフ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 っ た 。 本

プ ロ グラ ム で は、繰 り返 し取 り組む こ とが容易で、遊

び 感覚で行 え、日常生活 に 近い 場 面 で行 える点 を考慮

して、親子ですごろく型 の ボードゲーム に取り組みな
が らSST を学ぶプ ロ グ ラム を作成した。日常生活で 必

要 とされ る様 々 な社会的ス キ ル の 練習に取 り組む中
で 既に で きて い るもの 、容易に達成可能なもの 、達成
困難なもの を除い て般化 の 標的ス キル が選定された。
また 、 母親の 精神的健康も考慮した適切な介入 と効果

の 検証を行 うた め に 介入 の 前後（pre
−
post）とフ ォ ロ

ー

ア ッ プ（FU ）時にお い て 母親の 育児ス トレ ス と抑 うつ

の測定の た め育児ス トレ ス 評価尺度（PS −SF ）と抑 うつ

症状評価尺度 （BDD の記入 を依頼した。

　　　　　　　　【結果 と考察】
介入 の 前後 とフ ォ ロ

ー
ア ッ プ時の 母親 の 育児 ス ト

レ ス と抑 うっ をTable．1に示 した。 また、各参加児の

ターゲ ッ トとな っ た行動が 自発お よびプ ロ ン プ トあ

りで 1週 間 に達成 され た 日数の 変化 をFig．1に示 した。
　　　 Table．1 母親の 育児ス トレ ス と抑うっ
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Fig．1 玄橡 児の標的行動の 変化
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　本プ ロ グラム に よ る介入 の結果、介入後の 日常生活
で の 標的ス キ ル の 般化が確i認 され、そ の 有効性が示唆
された。フ ォ ロ

ー
ア ッ プ時の 保護者ア ン ケ

ー
トでは、

ボー
ドゲーム を活用 したSSTの 有効 性につ い て 参加者

全員が有効で あっ た と同答 し た
。

一
方 で ボー

ドゲ
ー

ム

に飽 きて しまっ た際、SSTの 継続が困難になるとい っ

た課題 も指摘され、今後は長期的な般化の 促進 も視野
に 人れたプ ロ グラ ム 開発と効果の検証を進 めて い く。
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